GP議事録（2012/05/25）
メンバー：ゆーし、りーこ、るい、もっちー、やまぐち
1. 論文検討＆報告
◆詳細は各レジュメを参考に。要旨・出た議論のみ記載
　・井上
　　　―保護者と教師がタッグを組んだ情報モラル教育について。
　　　　　 ＊保護者に対する情報モラル教育→家庭の情報教育にプラスの影響を与える？
　　　　　 ＊生徒に対する実態調査→フィードバック
　　　 ―「人権教育」としてのモラル教育
　　　　　　＊著作権や肖像権とモラルの問題
　　　　　　　　⇔我々の班として「人権」に焦点を当てるとすれば、こういった面よりも個人情報の
流失や誹謗中傷に対する人権教育という視点で見ていく必要があるのではないか？
　　・鈴木
　　　　―「他者意識」と「自己防衛」の欠如→ネットトラブル。
　　　　　　＊実際にチャットを体験させることで対処能力がつく。人権感覚を磨けば対処できる
＝「情報化社会を生きる力」を養う。
　　　　　　＊チャット体験をした人の方が回避能力ついた。But…ネットへの「慣れ」意識
　　　　　　＊チャット経験なしの方が個人情報に慎重。過度な個人情報保護はいいこと？
　　　　―モラルジレンマによるカリキュラム
　　　　　　＊文科省「情報モラルの実践ガイド」：①心を磨く領域　　②知恵を磨く領域
　 ・田中
　　　 ―岐阜県「小中高一貫の情報モラル指導計画」：一貫した実践
　　　　　＊調査結果に基づいて情報モラル教育を見直す。→段階の移行などを行う。
　　　　　＊生徒会、保護者、教員の連帯。生徒会の活動がどれほど影響があるの？？
　　　　　＊学校教育にとらわれず、もう少し広い取り組みを見ていくべきではないか？
　　　　　＊チャットの効果。情報安全教育
・山口
　　　　＊「情報倫理」と「情報安全」という2側面
＊規制的な側面だけでなく、前向き姿を大切にする教材を提案していきたい。
　　　　 →今までは子どもを危険から守ろうとする意識にのみ注目されていた。
2. 今後の方向性の議論（中間発表に向けて）
　・各自で今まで調べたことを整理し、プロットを作成。
　・どのような整理を行ったかは、掲示板にあげる写真と中間発表の草稿レジュメを参照して下さい。
3. 宿題
　☆やまぐちが日曜日（できれば午前中）までに中間発表草稿を作成して掲示板にアップするので、1人
　　1回はコメントを付けること（月曜日の23:59まで）。改善点等を盛り込んでくれるとなおグッド。
　☆水曜日までの課題は、わが班が「どのような点にフォーカスして情報モラル教育を論じていくか」
　　ということを各自で提案することです。その際に、「なぜ」、「何を」明らかにしたいのか、その結果　
　　どのようなことを示せればいいのかを考えてみてください。
　☆今回読んだ資料はすべて掲示板の【読了文献】の方に移しておくこと。
見ていく必要あり!!








